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９月

平成2３年

今月の納税は、

　固定資産税第３期と

　国民健康保険税第３期です。

※次回の年金相談日は１０月１１日(火)です。

No.７２６
２０11

瀬見・最上・大堀祭り Ｐ.２

菅俊郎新議長に聞く Ｐ.４

負けないタオルを大合唱 Ｐ.５

第４次総合計画が完成 Ｐ.６

まちの話題 Ｐ.８

ふるさと日記 Ｐ.１０

救急電話相談 Ｐ.１３

エリアメール配信 Ｐ.１６

Ｍｏｇａｍｉ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ

■ 今月の主な内容

建物火災で逃げおくれた人を助けるために整備したハシゴ車も出動

／消防協会最上支部総合防災訓練（９ページに関連記事）

秋の 交通安全県民運動 実施中！秋の 交通安全県民運動 実施中！

実施期間　９月２１日（水）～３０日（金）実施期間　９月２１日（水）～３０日（金）
運動の基本　子どもと高齢者の交通事故防止運動の基本　子どもと高齢者の交通事故防止
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まちの 題話
　

６
月
に
発
表
さ
れ
た
、
全
国
内
水
面
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
主
催
の
第
１０
回
全
国

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
に
で
、
森
く
ん
の
作
品

が
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

　

入
選
し
た
標
語
は
、「
川
遊
び 

鮎
が
つ

つ
く
よ 

ぼ
く
の
足
」。
森
く
ん
が
以
前
参

加
し
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
時
、
瀬
見
発

電
所
下
流
の
小
国
川
を
泳
ぎ
下
っ
た
時
の

こ
と
を
思
い
出
し
て
作
品
に
し
た
そ
う
で

す
。
森
く
ん
は
、「
小
国
川
は
、
き
れ
い

な
川
で
生
き
も
の
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で

大
好
き
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第
１０
回
全
国
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
佳
作
入
選

森
大ひ

ろ

き樹
く
ん(

大
堀
小
学
校
５
年)

　

８
月
３１
日
、
な
か
よ
し
ス
タ
ン
プ
会
と

最
上
は
い
っ
と
会
が
「
東
日
本
大
震
災
の

復
興
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
義

援
金
を
髙
橋
重
美
町
長
に
託
し
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
４
月
か
ら
７
月
ま
で
両

会
の
加
盟
店
が
売
上
げ
の
一
部
を
震
災
復
興

の
た
め
に
寄
付
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
〝
が
ん

ば
ろ
う
東
北
！
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〟
で
集

ま
っ
た
も
の
で
す
。
事
務
局
の
み
な
さ
ん
は
、

「
震
災
か
ら
約
半
年
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
支
援
は
必
要
で
す
。
復
興
の
た
め
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

４
チ
ー
ム
が
サ
ッ
カ
ー
交
流

西
公
園
多
目
的
広
場
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

７
月
か
ら
飼
育
し
て
い
る
カ
ナ
ヘ
ビ
の

産
ん
だ
卵
か
ら
、
８
月
１７
日
カ
ナ
ヘ
ビ
の

赤
ち
ゃ
ん
が
元
気
に
ふ
化
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
卵
か
ら
顔
を
出
す
カ
ナ

ヘ
ビ
を
見
て「
ち
っ
ち
ゃ
い
恐
竜
み
た
い
」

「
早
く
で
て
き
て
」
と
大
は
し
ゃ
ぎ
。
カ

ナ
ヘ
ビ
が
体
を
震
わ
せ
卵
か
ら
元
気
に
飛

び
出
す
と
一
斉
に「
わ
ー
出
て
き
た
よ
ー
」

と
大
き
な
声
を
出
し
て
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
み
つ
わ
幼
稚
園
で
は
、
園
児
た
ち
に

命
の
尊
さ
を
学
ば
せ
よ
う
と
様
々
な
種
類

の
生
き
も
の
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。　

ち
っ
ち
ゃ
い
恐
竜
？
が
ふ
化

園
児
た
ち
も
大
喜
び（
み
つ
わ
幼
稚
園
）

　

８
月
２７
日
と
２８
日
の
両
日
、
西
公
園
多

目
的
広
場
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
・
東
日
本

大
震
災
復
興
祈
念
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
西
公

園
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
新
し
く
な
っ
た
多
目
的

広
場
の
こ
け
ら
お
と
し
に
あ
わ
せ
、
東
日

本
大
震
災
の
復
興
を
願
い
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
大
会
に
は
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
村
山
、
宮
城
県
の
松
島

中
学
校
と
Ｆ
Ｃ
み
や
ぎ
、
最
上
中
サ
ッ
カ
ー

部
の
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
お
互
い
の
技

術
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
復
興
義
援
金

な
か
よ
し
ス
タ
ン
プ
会
・
最
上
は
い
っ
と
会
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８
月
２８
日
、
最
上
町
と
県
消
防
協
会
最
上
支
部
の
総
合
防
災

訓
練
が
向
町
地
区
で
行
わ
れ
、
同
地
区
の
住
民
約
１
２
０
０
人

が
災
害
時
の
避
難
経
路
や
火
災
の
消
火
手
順
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

訓
練
は
、「
同
日
午
前
６
時
３５
分
、
県
北
東
部
が
震
源
の
震

度
６
弱
を
記
録
す
る
地
震
が
発
生
」
と
想
定
し
、「
最
上
駅
付

近
か
ら
発
生
し
た
火
災
が
近
隣
に
延
焼
し
て
向
町
地
区
全
域
に

避
難
命
令
を
発
令
。
最
上
中
や
中
央
公
民
館
に
住
民
ら
が
取
り

残
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
向
町
各
所
で
消
火
作
業
や
避
難
誘

導
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
紅
梅
荘
で
は
、
職
員
が
利
用
者
を
車
い
す
な
ど
に
乗
せ
て
屋
外
に

避
難
し
人
数
を
確
認
。
引
き
続
き
、
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
前
の
交
差
点
で
は
、
最
上
広
域
消
防
本
部
救
助
隊
が
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
車
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
負
傷
者
を
、
迅
速
で
正
確
な
技
術
で

救
出
す
る
訓
練
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
央
公

民
館
で
は
、「
ハ
シ
ゴ
車
」
を
使
っ
た
救
助
訓
練
（
表
紙

写
真
）
が
行
わ
れ
、最
上
中
で
は
、県
消
防
防
災
ヘ
リ
「
も

が
み
」
が
逃
げ
遅
れ
た
人
の
引

き
上
げ
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
髙
橋
重
美
町
長
は
、「
こ

の
訓
練
が
役
に
立
つ
日
は
来
て

ほ
し
く
な
い
が
、
災
害
は
い
つ

く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃

か
ら
防
災
へ
の
意
識
を
も
っ
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

災
害
に
備
え
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

最
上
町
と
県
消
防
協
会
最
上
支
部
が
合
同
で
総
合
防
災
訓
練

　

９
月
７
日
、
山
形
県
と
最
上
町
共
催
の
〝
知
事
と
語
ろ
う
市
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ

最
上
町
〞
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
町
民
約
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
吉
村
美
栄
子
知
事
が
県
民
と
直
接
対
話
し
、
今
後
の
県
政
運
営

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
事
前
に
意
見
を
述
べ
た
い
と
申
し

込
ん
だ
の
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
協
議
会
の
齊
藤
菊
雄
さ
ん
、Ｊ
Ａ
新
庄
も
が
み
最
上
支

店
〝
雪
の
里
会
〞
の
菅
松
子
さ
ん
、
㈱
三
和
食
品
の
奥
山
茂
智
さ
ん
、
㈱
最
上
木
質
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
下
山
邦
彦
さ
ん
、
新
庄
北
高
最
上
校
の
髙
橋
亜
樹
菜
さ
ん
、
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
利
用

者
の
菅
満
寿
美
さ
ん
と
五
十
嵐
美
穂
さ
ん
、
赤
倉
温
泉
町
内
会
の
早
坂
義
範
さ
ん
、
町
観
光

協
会
の
沓
澤
周
悦
さ
ん
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
な
み
の
大
場
武
男
さ
ん
の
１０
人
。
水
田
畑
地
化

事
業
の
継
続
、
農
業
生
産
や
加
工
品
の
技
術
指
導
、
地
産
地
消
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、

就
職
の
場
の
確
保
、
子
育
て
環
境
の
整
備
と
周
産
期
医
療
の
充
実
、
最
上
小
国
川
ダ
ム
の
早

期
着
工
な
ど
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
吉
村
知
事
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
村
知
事
は
医
療
関
係
に
つ
い
て
、「
医
師
・
看
護
師
の
確
保
は
、
県
政
の
最
大
課
題
で
、

小
児
科
、
産
婦
人
科
医
師
の
確
保
に
向
け
努
力
し
て

い
る
。
本
年
度
は
、
山
形
大
学
医
学
部
の
協
力
を
得

て
県
立
新
庄
病
院
に
産
婦
人
科
医
師
を
１
人
増
や
し

て
３
人
体
制
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
ダ
ム
の
建
設

に
つ
い
て
は
、「
知
事
就
任
当
初
、
私
は
こ
の
事
業

を
白
紙
の
状
態
か
ら
考
え
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方

か
ら
意
見
を
聴
き
、
様
々
な
調
査
を
行
い
、
地
元
に

も
足
を
運
び
、
何
が
最
適
な
の
か
探
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
流
域
に
住
む
み
な
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、
流
水
型
の
ダ
ム
が
最
適
で
あ

る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
」
と
事
業
継
続
の
方
針

に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
述
べ
ま
し
た
。

町
民
が
知
事
と
意
見
交
換

町
民
が
知
事
と
意
見
交
換

知
事
と
語
ろ
う
市
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ
最
上
町
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　山形県は、東日本大震災における福島第一原子力発電所の事故により、本年産米の放射性物質の調査を行います。

　主食用米の作付・生産を行なっている農家のみなさんにおいては、県の調査結果が公表になるまで、米の出荷・販売・

贈答などは行わないようお願いいたします。調査方法、公表については以下のとおりとなります。

◇調査の概要　予備調査、本調査、ブランド戦略調査を実施します。

　１．予備調査　収穫前の９月上旬にサンプリング調査を実施し、平成の合併前の４４市町村における各１点で立毛段

　　　階での８０株の坪刈り、玄米の調整を測定します。最上地域内では、早生種（あきたこまち）から中生種（はえぬき）

　　　を選定し、最上町では「あきたこまち」を選定し、農業技術普及課が８月３１日から９月２日までに実施しました。

　○予備調査の結果を踏まえて本調査が行われます

　　２００ベクレル／ｋｇ以下の場合は･･･ ⇒ 本調査で、旧東西小国村の各１点を調査します。

　　２００ベクレル／ｋｇ超過の場合は･･･ ⇒ 重点調査区域となり、本調査で１５ｈａ毎に１点を調査します。　

◆９月９日、予備調査の結果が発表され、本町を含む県内の本年産米から放射性物質は検出されませんでした。

　２．本調査　９月上・中旬に出荷可能な状態（ライスグレーダ調整後）の玄米２ｋｇのサンプリング調査を県内２３

　　　５ケ所で行います。最上町では旧東西小国村の各１点が調査の対象となります。

　○本調査の結果で、下記のとおりの方法がとられます

　　２００ベクレル／ｋｇ超過の場合･･ ･⇒ １５ha（各集落毎）に１点を再調査します。

　　５００ベクレル／ｋｇ以下の場合･･･ ⇒ 安全性の確認と公表を県が行なった後に、出荷・販売することができます。

　　５００ベクレル／ｋｇ超過の場合･･･ ⇒ 旧市町村単位（東・西小国村単位）で出荷停止の措置がとられます。

　◆公表は９月２０日を予定（全県一斉発表）してますので、公表するまでは農家から米を出荷・販売・贈答をしては

　　ならないこととなっています。収穫・調整した米の保管は、作付け圃場を旧市町村単位で保管します。

　３．ブランド戦略調査　予備調査や本調査とは別に、平成の合併前の４４市町村において１点ずつ、つや姫の調査を

　　　行います。最上町では１点が調査の対象となります。

◎管内の農地パトロールを実施し、遊休農地と違反転用の調査を９月下旬から１１月下旬にかけて行います。

◎遊休農地は、農地の貸し借りの妨げになったり、病害虫の発生源になったりするなど、隣接する農地に悪影響を及

　ぼします。また、農地を農地以外に利用する場合は農業委員会の許可が必要になります。

◎農業委員会が地域を巡回して調査を行いますので、みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

農業委員会が農地の利用状況を調査します！

　浄化槽は、微生物の働きを利用して家庭から出る生活雑排水を処理しています。

　しかし、使い方を誤ったり、維持管理をおろそかにすると、放流水の水質が悪化したり、悪臭が発生して、逆に生

活環境を悪くしてしまう原因となります。浄化槽の機能を十分に発揮させるために、日頃から正しく使い、適正な維

持管理を行いましょう。また、浄化槽は、浄化槽法で適正な維持管理が義務づけられています。適正な保守点検・清

掃業務、法定検査の受検をお願いします。

定期的な維持管理とは、下記に示した３点になります。

○保守点検　浄化槽の点検、調整、補修や消毒剤の補給などが必要です。４か月に１回（年３回）以上実施してください。

○清　　掃　槽内の掃除、たまった汚泥引き抜きや槽内の洗浄業務などが必要です。年１回以上実施してください。

　　　　　　清掃作業は、専門である町の指定業者に委託してください。

○法定検査　県の指定機関（社団法人山形県水質保全協会）が、保守点検や清掃が適正に行われているかなどを判定

　　　　　　します。年１回必ず受検してください。

　合併処理浄化槽の設置をお考えの際は、最上町浄化槽整備株式会社（℡４３－３６６６）、または役場建設課工務係

（℡４３－２１１１内線２４５）までご相談ください。

米の放射性物質の調査を行います ◇問い合わせ　農林課農政係 ℡４３－２０１３◇問い合わせ　農林課農政係 ℡４３－２０１３

１０月１日は「浄化槽の日」です

◇問い合わせ　最上町農業委員会 ℡４３－２０１７◇問い合わせ　最上町農業委員会 ℡４３－２０１７
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インフォメーション

日曜のみ : あさ 9時開店

町民税務課収納係町民税務課収納係

インターネット公売インターネット公売
　最上町では、財源の確保と納税の公平性確保の
ために、インターネット公売を行なっています。
一定の条件を満たす方であれば、どなたでも参加
することができます。

　最上町では、財源の確保と納税の公平性確保の
ために、インターネット公売を行なっています。
一定の条件を満たす方であれば、どなたでも参加
することができます。

◇公売財産／動産　◇公売方法／せり売り

◇公売の場所　ヤフー株式会社が提供する公売に関す

　るインターネットオークションのシステム上

◇公売参加申込期間

　９月２７日(火)１３：００～１０月１１日(火）２３：００まで

◇入札期間　

　１０月１８日(火）１３：００～１０月２０日(木）２３：００まで

　※詳しくは、町のホームページ（ｈｔｔｐ://ｍｏｇａｍｉ.ｔｖ）を

　　ご覧ください。

◇公売財産／動産　◇公売方法／せり売り

◇公売の場所　ヤフー株式会社が提供する公売に関す

　るインターネットオークションのシステム上

◇公売参加申込期間

　９月２７日(火)１３：００～１０月１１日(火）２３：００まで

◇入札期間　

　１０月１８日(火）１３：００～１０月２０日(木）２３：００まで

　※詳しくは、町のホームページ（ｈｔｔｐ://ｍｏｇａｍｉ.ｔｖ）を

　　ご覧ください。

○問い合わせ　町民税務課収納係 ℡４３－２１１１（内線１３１）○問い合わせ　町民税務課収納係 ℡４３－２１１１（内線１３１）

のお知らせのお知らせ

　家屋などの建物には

固定資産税が課税され

ています。家屋などの

建物を取り壊した時

は、必ず役場町民税務

課に届出を行なってく

ださい。届出をしない

と課税対象のまま残

り、余分に税金を納めることになります。

　増・改築した場合も届出を行なってください。

町民税務課賦課係 ℡４３－２１１１(内線１３４）

取り壊し、改築をした家
屋などの建物は届出を！
取り壊し、改築をした家
屋などの建物は届出を！

平成２３年度山形県地価調査結果の公表

○土地売買のときには、地価調査価格を調べましょう。

◆最上町基準地価格  1㎡当たり　　

○地価調査結果は県庁や役場で簡単に閲覧できます。

基 準 地 の 所 在

大字富沢字堤ノ下１３５９－３

大字本城字十日町川原１１１

大字向町字町浦６４－５(外５筆)

当年価格【円】前年価格【円】 変動率【%】

６，８１０

 ８，１３０

１３，０００

７，０２０

 ８，４００

１３，２００

－３．０

－３．２

－１．５

山林は１，０００㎡当たり
　売買の対象となる土地の条件を基準地の条件と比較すれば、おお 
　よその適正な価格がわかります。

　地価調査の関係書は県庁や役場で簡単に閲覧することができます｡

※詳しくは、町民税務課賦課係（℡４３－２１１１ 内線１３４）にお問
　い合わせください（県のホームページでも公開しています）。

（平成２３年７月１日現在)

◇看護学生／１８歳以上２４歳未満／９月５日～９月３０

　日／１次：１０月２２日、２次：１１月１９～２０日

◇防衛大学校／１８歳以上２１歳未満／９月５日～９月３

　０日／１次：１１月５～６日、２次：１２月１３～１７日

◇防衛医科大学校／１８歳以上２１歳未満（高卒見込含）

　／９月５日～９月３０日／１次：１０月２９～３０日、２

　次：１２月７～９日

◇陸上自衛隊高等工科学校生徒／平成２４年４月１日現

　在において、１５歳以上１７歳未満の者（同年中学校卒

　業予定者等）／１１月１日～平成２４年１月６日／１次：

　平成２４年１月１４日、２次：平成２４年１月２８～３１日

※防衛大学校推薦以外の１次試験は、山形県内で実施
　します。
◇自衛官採用の詳細については、新庄合同庁舎４階「自
　衛隊新庄地域事務所 ℡２２－５０５７」までご連絡くだ
　さい。

自 衛 官 等 を 募 集 し て い ま す　　自 衛 官 等 を 募 集 し て い ま す　　
募集種目／応募資格／受付期間／試験日

　町では、９月１日「防災の日」から、ＮＴＴドコモの緊急速報「エリアメール」を利用した災害・避難情報

などの緊急情報配信できる体制を整えました。エリアメールは、町内の携帯電話利用者に対して一斉に緊急

情報を配信するサービスで、事前の申し込みや登録は必要なく、通信料・利用料等は無料で利用することが

できます。

　今後他社で同様のサービスを開始した場合は、緊急情報の通信手段として、導入の検討をしていきます。

◇エリアメールでお知らせする情報

　避難勧告、避難指示、土砂災害警戒情報、指定河川洪水警報など。

◇注意事項

　・マナーモード設定中においても専用着信音が鳴ることがあります。

　・通話やインターネット接続中、メール送受信中はエリアメールを受信できない場合があります。

　・一部対応していない機種があります。また、受信設定が必要な場合もあります。

　※対応機種や受信設定などについては、ＮＴＴドコモのホームページなどでご確認ください。

○問い合わせ　町災害対策本部（事務局 役場総務課） ℡４３－２１１１

ＮＴＴドコモの「エリアメール」を利用し、

緊急時の際、町内の携帯電話に緊急情報を配信します
（現在、ＮＴＴドコモのみ）


